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（ＴＥＬ    03－3834－3111） 

営業外費用・特別利益（損失）の発生ならびに連結業績予想値と実績値との差異、通期個別業績と  

前期実績との差異に関するお知らせ 

 
平成 28 年 5 月 13 日に公表した平成 29 年 3 月期（平成 28 年 4 月 1 日～平成 29 年 3 月 31 日）の連結業予想

値と比較して、本日公表の実績値において差異が生じましたので下記の通りお知らせいたします。 

あわせて、通期個別業績については、前期実績値との対比において差異が生じましたので、下記の通りお知らせ

いたします。 

また、営業外費用及び特別利益（損失）を計上することとなりましたのでお知らせいたします。 

記 

１．平成 29 年 3 月期通期連結業績予想数値と実績値との差異および個別業績と前期実績値との差異 

（１）連結業績（平成 28 年 4 月 1 日～平成 29 年 3 月 31 日） 

                                     （単位：百万円、％） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 親会社株主に帰属する当期純利益 1 株当たり当期純利益 

前回予想（Ａ）  

１５，５００ 

 

２８０  

 

２４０  

 

１９０  

円  銭 

１８．９０  

実  績（Ｂ） １３，９５２  ３４４  １５７  ２８９  ２８．８５  

増減額（Ｂ－Ａ） △１，５４８ ６４    △８３    ９９    ― 

増 減 率（％） △１０．０ ２２．９ △３４．６ ５２．１ ― 

（ご参考）前期実績 

（平成 28年３月期） 

１４，９５３  ３８７  ２１４  ７２  ７．１７  

 
差異が生じた理由 

    国内で主力取扱商品の住設機器や物流機器製品、アミューズメント等の売上が大幅減少したことに

より、売上高は前回予想を下回りました。利益面では、為替差損を計上したことにより経常利益は前

回予想を下回りましたが、原価低減及び採算面の見直しに取り組み、営業利益、親会社株主に帰属す

る当期純利益は前回予想を上回ることになりました。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



（２）個別業績（平成 28年 4月 1日～平成 29年 3月 31日） 

                                     （単位：百万円、％） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 1 株当たり当期純利益 

前期実績（Ａ）  
８，４７７ 

 
１２ 

 
     ４３ 

 
△８２ 

円  銭 
△８．１８ 

実  績（Ｂ） ６，５８２ △７２ △２１ △１０２ △１０．２２ 
増減額（Ｂ－Ａ） △１，８９５ △８４ △６４    △２０  ― 
増 減 率（％） △２２．４    ―    ―    ―   ― 

 

差異が生じた理由 

    主力取扱商品の住設機器や物流機器製品、アミューズメント等の売上が大幅減少したことにより、

売上高は前期実績を下回りました。利益面につきましても、売上高の落ち込みをカバーできず、営業

利益、経常利益、当期純利益共前期実績を下回りました。 

 

２．営業外費用（為替差損）の計上について 

主に海外子会社間（香港、シンセン）の連結相殺消去を実施する際に発生する為替の差額とフィリ

ピンにおいて子会社取引通貨（米ドル）のペソ高の影響により為替差損 152,439 千円を計上すること

になりました。 

 

３．特別利益の計上について 

当連結会計年度に、当社グループの経営戦略の一つである国内事業の再構築の中において、株式会

社ハイモールドの株式取得（子会社化）を行ったことに伴う特別利益「負ののれん」を 286,190 千円

計上することになりました。 

 

４．個別財務諸表の特別損失の計上について 

 個別財務諸表において、保有する関係会社株式が、簿価に比べ実質価額が著しく下落している為関

係会社株式評価損 69,491千円を計上することになりました。 

なお、関係会社株式評価損の計上につきましては、個別財務諸表には影響を与えますが、連結財務

諸表には、影響がございません。 
以上 


